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2026 年（令和８年）6 月 27 日  

 
 
【調査概要】 

・調査区域；今泉台１～７丁目、山ノ内（一部） 

・調査期間；2026 年 2 月 28 日～３月 28 日 

・調査対象；1,930 世帯に調査用紙を配布。 

  969 世帯から回答を得ました。 

        回答率 50.2％ 

 

 

 

問１.大災害(大地震)に備えて、あなたの家庭では

どのようなことを実施していますか。 
 

1.1 備蓄、減災・防災器具 

①飲料水の備蓄 

  
  （3 日分以上備蓄＋３日程度備蓄＝65.9％） 
 

※前回(2019)調査 

・３日分以上の飲料水備蓄している；69％ 

 

②食料の備蓄 

  
  （3 日分以上備蓄＋３日程度備蓄＝62.3％） 
 

※前回(2019)調査 

・３日分以上の食料備蓄している；66％ 

 

 

 

 
 

③非常持出品の準備 

     
※前回(2019)調査 

・非常用持出品を準備している；45％ 

 

 

④生活用水として、風呂の残り湯のため置き 

    
※前回(2019)調査 

・風呂の残り湯をため置きしている；52％ 

 

 

⑤非常用トイレの準備 

  
      ※前回(2019)調査 

・非常用トイレを準備している；40％ 

  

３日分以上備蓄

331 (34.5％)

３日分程度備蓄

301 (31.4%)

２日分程度備蓄

150 (15.6%)

１日分程度備蓄

94 (9.8%)

特に備蓄はない

83 (8.7%)

３日分以上備蓄

287 (30.1%)

３日分程度備蓄

307 (32.2%)

２日分程度備蓄

186 (19.5%)

１日分程度備蓄

97 (10.2%)

特に備蓄はない

75 (7.9%)

準備している

362 (38.3%)

特に準備していない

583 (61.7%)

ためおきしている

501 (52.2%)

ためおきしていない

459 (47.8%)

準備している

625 (65.4%)

特に準備していない

331 (34.6%)
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この度の「減災・防災行動調査」では、年度末のご多忙な折に、ご協力いただきありがとうございました。

回答の集計がまとまりましたので、その結果をご報告いたします。 
 

 

有効回答数 959 

今泉台町内会たより（防災特集号） 

減災・防災行動調査の結果報告 

有効回答数 952 

有効回答数 945 

有効回答数 960 

有効回答数 956 
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⑥消火器の準備 

  
      ※前回(2019)調査 

・消火栓を準備している；56％ 

 

 

⑦家族安心カードの保管、安心シールの貼付 

【安心>カードの保管】 

  
※前回(2019)調査 

・安心カードを冷蔵庫に保管している；63％ 

 

【安心>シールの貼付】 

  
 
 

⑧安心カードの定期的な見直し 

  
      ※前回(2019)調査 

・安心カードを定期的に見直ししている；23％ 

 
 
 
 
 
 
 

1.2 家具類、電気製品の転倒・落下・移動防止 

①防止のための留め具等の取り付け 

  
     ※前回(2019)調査 

・防止留具等を取り付けている；45％ 

 
1.3 建物の耐震対策 

①何年に家を建てたか知っていますか 
②それはいつですか 

【知っていますか】    【いつですか】 

  
 
      ※前回(2019)調査 

・いつ建てたか知っている；76％ 

・いつですか；1981 年以前；42％ 

;1981 年以降；52％ 

 
③鎌倉市が耐震診断の推奨、補助 

  
※前回(2019)調査 

・知っている；35％ 

 

④鎌倉市の耐震診断について 

  
     ※前回(2019)調査 

・耐震診断を受けた；11％ 

・耐震診断を受けたいと思っている；15％ 

準備している

533 (55.6%)

特に準備していない

426 (44.4%)

冷蔵庫に保管してい

る 598 (64.1%)

特に保管していない

335 (35.9%)

シールを貼付している

329 (38.3%)

特に貼付していない

530 (61.7%)

見直ししている

147 (15.7%)

特にしていない

787 (84.3%)

取り付けている

404 (42.5%)

特に取り付けていない

546 (57.5%)

知っている

928 (98.3%)

知らない 16 (1.7%)

知っている

359 (38.3%)

知らない

579 (61.7%)

耐震診断を受けた

86 (9.2%)

今後受けたいと思う

214 (22.8%)

いまは考えていない

638 (68.0%)

有効回答数 959 

有効回答数 933 

有効回答数 859 

有効回答数 934 

有効回答数 950 

1981年以前

343 (36.9%)

1981年以降

587 (63.1%)

有効回答数 938 

有効回答数 938 

有効回答数 944 
有効回答数 930 
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1.4 大地震収束後の行動 

 
 
 
 
問２.隣近所との声掛け 

 
 
 
 
問３.災害後、自分と家族の安全確保の上、行いたいこと 

 
 
 
 
問４.避難行動要支援者支援制度に基づき、市に５５０人が登録されていることを 

 
 
 
 
問５.減災・防災活動を進めるため、隣近所の住民集会を催すことに 

 

82%

74%

41%

27%

61%

76%

68%

37%

27%

53%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①大地震発生後、ガスを止める、ブレーカを切

る等を心に留めている。

②自分と家族の安全確保後、玄関先に黄旗を掲

げるよう準備している。

③家族で災害時連絡方法を決めている。

④NTT等の伝言ダイヤル、伝言板や市の情報

メールを利用する準備はできている。

⑤災害時集合場所を確認している。
2019 2026

79%

19%

84%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①日頃から挨拶・声掛けをするようにして…

②隣近所で災害弱者に日頃から声掛けして… 2019 2026

57%

78%

75%

80%

56%

49%

72%

68%

74%

34%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①隣近所で黄旗が掲げられていないお宅へ声

を掛ける。

②倒壊家屋へは１人で行動せず、応援者を求

める。

③倒壊家屋内部の被災者を応援者と共に救

出・救護する。

④隣近所に水・食料を融通する。

⑤班長、地区リーダが黄旗掲出状況等や集合

場所への移動者数、倒壊家屋数を集計して…
2019 2026

34%

5%
28%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①この制度を知っている

②すでに登録している 2019 2026

34%28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①興味・関心がある。
2019 2026
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以上の集計によると、前回(2019 年)の調査結果と数値や状況に大きな変化は見られていません。

その中で、行動項目別に過半数を上回っているものを抽出すと以下の通りです。 

・３日程度（３日以上備蓄を含む）の飲料水、食料 

・非常用の生活用水としての風呂の残り湯ため置き 

・非常用にトイレ、消火器の備蓄 

・家族安心カードを保管、黄旗の準備 

・地震発生後、ガスや電気を止めるなどを心に留めている 

・被災後の行動として近隣への声掛け、被災者の救出救護、水・食料の融通を行いたい 

 

その一方で、以下の行動項目では半数（50％）を下回っていました。 

・非常持出品の準備 

・家族安心カードの定期的な見直しを行っていない 

・家具や電気製品の転倒、落下防止措置 

・耐震診断 

・家族の連絡方法、伝言ダイヤル等の準備 

・要支援者制度への関心 

 

また、自由記述では、次のようなご意見等を多くいただきました。合わせて質問や要望もありま

したのでご回答いたします。 
 

１.【意見等】  

・アンケートは、防災や避難についての考え方や対応を見直す良い機会になった。（11 件） 

・ご近所での日頃の挨拶、声掛けがとても大切。（５件） 

・備蓄の必要性を再認識した。ローリングストックを実践していないことに気付いた。（３件） 

・個人の防災意識を高めるべき。まず、自分で出来ることは遣っておくべき。（３件） 

・災害時に今泉小学校まで避難する経路は安全なのか不安。（２件） 
 

2.【質問、要望】 

・市の「災害・安全情報メール」を利用する準備の仕方を教えてほしい。 

☞市では、気象情報や避難所開設情報などの防災情報や不信者情報等を携帯電

話やパソコンに電子メールで配信するサービスを行っています。登録に必要な

ものはメールアドレスだけです。右の QR コードからでもアクセスできます。 
 

  ・町内会が保有する電源の規模はどれくらいですか。 

   ☞発電機は、一時避難所ごとに出力 2.5kw 規模のものを基本的に１台は配置しています。

その用途としては、夜間照明やラジオ等の情報機器を稼働させることを優先的に考えていま

す。当然複数のスマホ充電も可能です。 
 

・災害時行動マニュアルを希望。（3 件） 

   ☞町内会では、マニュアルの印刷物を用意する検討をしています。ただそれには制作コスト

面や印刷物の希望者が限定的であるなど幾つか問題があります。希望される方に制作費用の

一部をご負担していただくことも選択肢と考えています。早急に結論を出すようにします。 
 

・避難行動要支援者支援制度の申請方法等を教えてほしい。（２件） 

   ☞災害時に自力で安全な場所への避難が困難で、特に支援を要する方を、市では「避難行動

要支援者」として名簿に登録を行っています。この要件に該当する方へは、市から案内が送

られていますが、名簿への登録に関してご不明点・ご質問等ありましたら鎌倉市総合防災課

へお問い合わせください。 

 

町内会では、今回のアンケート結果を踏まえて、より具体的な防災活動を考えて実践したいと思

います。なお、家族安心カードやシール（玄関及び冷蔵庫に貼るもの）をもう一度欲しいとの記述

がありました。町内会事務局にお申し出ください。 

 


